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毎年恒例のクリスマス展示とコミュニケーション英語Ⅰ（2J・メドウズクラス）で学生が作った「英語の創作絵本」 

を図書館本館：展示コーナーにて開催いたします。楽しい絵本などがありますので、ごゆっくりご覧ください。 
 

展示内容：コミュニケーション英語Ⅱ（2J・メドウズクラス）で学生が作った英語の創作絵本。 
     『急行「北極号」』C・V・オールズバーグ：絵・文、村上春樹：訳、『サンタクローがニ月にやってきた』 

今江祥智：文、あべ弘士：絵、『サンタさんといっしょに：クリスマスのおはなし』あまんきみこ：作、 
秋里信子：絵、『ノンタン！サンタクロースだよ』キヨノサチコ作絵、『ミッケ！クリスマス：みんなであ 
そべるかくれんぼ絵本』ウォルター・ウィック：写真、ジーン・マルゾーロ：文、糸井重里：訳、『クリス 
マスにくつしたをさげるわけ』間所ひさこ：作、ふりやかよこ：絵、など・・・。 

 

クリスマス展示 

12月10日（水）～12月25日（木）

今年の  は終わってしまいましたが、  

展示を見逃した方のために、またはもう一度見たいという方のために本学所蔵の資料をいくつかリストアップしてみました。 

 

＜図   書＞ 

・『みんなのためのエイズ手帳：これだけは知っておきたいエイズに関する基礎知識』ジョナサン・ウェーバー，アナベル・フェリマン

共著、山本俊一，山本晴美共訳、西村書店（1992.11）493.878-W、本館 

・『そして僕らはエイズになった』ルポルタージュ叢書38、石田吉明，小西熱子著、晩声社（1993.10）498.6-I、本館 

・『薬害エイズはなぜ起きたか：二度と悲劇を繰り返さないために』薬害根絶フォーラム編、桐書房（1996.6）498.6-Y、本館 

・『エイズ Q&A100： HIV に感染した 4 人の若者へのインタビューの基礎知識のすべて』マイケル･T･フォード著 北沢杏子 他訳、ア

ーニ出版（1997.12）498.6-F、本館 

・『ぼくはジョナサン…エイズなの：写真えほん』ジョナサン・スウェイン，シャロン・シーリング著、山本直英訳、大月書店（1992.7）

J493-S、本館 

･『エイズ犯罪：血友病患者の悲劇』櫻井よしこ著、中央公論社（1995.4）498.6-S、本館 

･『龍平の現在(いま)』 川田龍平著、三省堂（1996.8） 916-K、闘病記コーナー など 多数。 

＜雑   誌＞ 

・『公衆衛生』67 巻12 号、日本醫學雜誌（2003 年）特集：エイズ対策は成功したか 本館 

・『切抜き速報 .生活と科学版』2001 年6 月号、ニホン・ミック(2001 年)特集：エイズについて 恵陵館2F 書庫 ほか多数 

＜視聴覚資料＞ 本館 

・VHS『看護職のためのエイズ教育シリーズ』第 1 巻～第 3 巻、日本看護協会：企画、東京・シネ：発行 

・VHS『エイズのすべてを知る』第1 巻～第 2 巻、スタジオコクピット：企画・発行 

・VHS『エイズを学ぶシリーズ』第 1 巻～第 4 巻、シナノ企画・北沢杏子：企画、アーニ出版：発行 など 

・DVD『フィラデルフィア』トム・ハンクス：主演、ジョナサン・デミ：監督（1933 年アメリカ映画） 

日本でもいろいろな

イベントが行われま

したね。 

本学「ＯＰＡＣ」で検索してみてく

ださい。例えば、フリーワードに

「エイズ」を入力してみる・・・。



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜レポート・卒業論文の準備は出来ていますか？＞ 

図書館にはレポート・卒業論文作成に関する本がありますよ！是非、参考にしてください！！ 

（一般的なものは主に分類816.5の本棚に、専門的なものはその分類の本棚に置かれている場合があります） 

 
保健福祉学部 看護学科  

加藤 千恵子先生より 

 DVD『フィラデルフィア』トム・ハンクス：主演、 

ジョナサン・デミ：監督（1933年アメリカ映画）

      → D7-013 、本館、視聴覚資料コーナー（館外貸し出しが出来ます）

 

12 月1 日はエイズディです。“レッドリボン”はエイズとともに生きる人を差別しない，偏見を持っていな

いというメッセージを伝えるものです。図書館に作成した現物がありますので，ぜひ賛同された方はつけてくだ

さい。 

 皆さんはＤＶＤで『フィラデルフィア』を見たことがあるでしょうか？（図書館にあり，視聴できます。）ぜ

ひ見てください。自分の中の偏見について，問いかけてくれるいい作品だと思います。劣等感や優越感，人間の

いやらしい部分を自覚して，差別がどうして生まれるのかを考えることができると思います。この映画では，ト

ム・ハンクスの13kg のダイエットをして臨んだ演技も見ものです。 

 皆さんは性感染症（ STD; sexually transmitted diseases ）という言葉を知っていますか？性行為で感染

する病気の総称です。現在は「性行為感染症」から「性感染症」へと名称が変更されました。最近、欧米では性

行為により感染する可能性のある病気を、無症状のものや全身的に症状を表す可能性のあるものを広く捉え、STI

（ Sexually Transmitted Infections ）としました。例えば，ＡＩＤＳ（後天性免疫不全症候群：エイズ）を

説明すると，ＨＩＶのウイルスに感染した状態がＳＴＩで，ＡＩＤＳを発症し，カポジ肉腫やカリニ肺炎等の病

気になった状態をＳＴＤと表現します。 

ＨＩＶは，感染の強さからいうと麻疹ウイルスのように強くありません。また，ウイルスはそれぞれ，人体に

取り付く好みの部位があります。例えば，ヘルペスウイルスのように神経が大好きで神経に取り付くものがあり

ます。ＨＩＶの場合はリンパ球のＣＤ４に取り付き，自分のコピーを作り増えていきます。本来，身体を守る司令

塔がＨＩＶのコピー工場になってしまうのです。ですから，一度感染すると治すことができない厄介なウイルス

です。ＡＩＤＳは発症するまでに，ＨＩＶに感染してから1 年という人もいれば，10 年から20 年経過してい

る人もいます。その間，現時点では発症を遅らせる薬を一生のみ続けるしかありません。ですから，ＨＩＶの予

防に努めることが第一なのです。他の性感染症に罹患するとＨＩＶが体内に入りやすい条件をつくります。ＡＩ

ＤＳは性感染症です。主に血液，精液，膣分泌液で感染します。あなたに大切な人がいるなら，ぜひ，コンドー

ムを使用してください。性感染症に罹患することを避けてください。 

人類の歴史は感染症との闘いといわれます。もし，性感染症になったら，しっかり，薬を飲み，パートナーと

ともに治療してください。ウイルスも細菌も頭がいいのです。中途半端なことをしているとウイルスや細菌は変

異を繰り返し，難治性のものに変化してしまいます。 

先進国で唯一ＨＩＶの感染が増加しているのは日本だけです。知っていましたか？他人事ではありません。あ

なたの大切な人と幸せなふれあいができることを祈っています。 

 

＊ 映画『フィラデルフィア』は、エイズによる不当解雇を真正面から取り扱った作品で、主演のトム・ハンクスが第66 回

アカデミー最優秀主演男優賞を、ブルース・スプリングスティーンが歌曲賞を受賞しました。また、第44回ベルリン国際

映画祭銀熊賞（男優賞）、第51 回ゴールデングローブ賞主演男優賞（ドラマ部門）および歌曲賞も受賞しました。 

他にも、『マイ・フレンド・マイ・フォエバー』（1995年・アメリカ）、『私を抱いてそしてキスして』（1992年・日本など）AIDS

を取り扱った映画がいろいろありますので、興味のある方は関連本、インターネットなどで探してみてください。 

要 検

索！ 

この本を読もう！！ 


